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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年2月23日(2012.2.23)

【公開番号】特開2010-275522(P2010-275522A)
【公開日】平成22年12月9日(2010.12.9)
【年通号数】公開・登録公報2010-049
【出願番号】特願2009-198457(P2009-198457)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｊ 183/12     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   7/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 171/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｊ 183/12    　　　　
   Ｇ０２Ｂ   5/30    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   7/02    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ 133/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 171/00    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/1335  　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月5日(2012.1.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１】
　（メタ）アクリル系ポリマー（Ａ）；および
　ポリエーテル骨格を有し、かつ少なくとも１つの末端に、
　一般式（１）：－ＳｉＲａＭ３－ａ

（式中、Ｒは、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の１価の有機基であり、Ｍは
水酸基又は加水分解性基であり、ａは０～２の整数である。但し、Ｒが複数存在するとき
複数のＲは互いに同一であっても異なっていてもよく、Ｍが複数存在するとき複数のＭは
互いに同一であっても異なっていてもよい。）で表される反応性シリル基を有するポリエ
ーテル化合物（Ｂ）、を含有する（但し、前記（メタ）アクリル系ポリマー（Ａ）１００
重量部に対して、２級または３級アミン化合物０．１～３重量部を含有する場合を含まず
、かつ、前記（メタ）アクリル系ポリマー（Ａ）１００重量部に対して、下記の一般式（
１：下記の化１Ａ）
【化１Ａ】
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（式中、ｍ，ｎは１～１００の整数、ａ，ｂは０または１～２００の範囲の整数であり、
何れか一方が１以上であり、Ｒは水素または炭素数１～８のアルキル基を示す。）で表わ
されるポリエーテル変性シリコーンオイル０．０１～５重量部を含有する場合を含まない
）ことを特徴とする光学フィルム用粘着剤組成物。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項３】
　ポリエーテル化合物（Ｂ）が、
　一般式（２）：ＲａＭ３－ａＳｉ－Ｘ－Ｙ－（ＡＯ）ｎ－Ｚ
（式中、Ｒは、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の１価の有機基であり、Ｍは
水酸基又は加水分解性基であり、ａは０～２の整数である。但し、Ｒが複数存在するとき
複数のＲは互いに同一であっても異なっていてもよく、Ｍが複数存在するとき複数のＭは
互いに同一であっても異なっていてもよい。ＡＯは、直鎖または分岐鎖の炭素数１～１０
のオキシアルキレン基を示し、ｎは１～１７００であり、オキシアルキレン基の平均付加
モル数を示す。Ｘは、炭素数１～２０の直鎖または分岐鎖のアルキレン基を示す。Ｙは、
エーテル結合、エステル結合、ウレタン結合、またはカーボネート結合を示す。
　Ｚは、水素原子、１価の炭素数１～１０の炭化水素基、
　一般式（２Ａ）：－Ｙ１－Ｘ－ＳｉＲａＭ３－ａ

（式中、Ｒ、Ｍ、Ｘは、前記と同じ。Ｙ1は単結合、－ＣＯ－結合、－ＣＯＮＨ－結合、
または－ＣＯＯ－結合を示す。）、または、
　一般式（２Ｂ）：－Ｑ｛－（ＯＡ）ｎ－Ｙ－Ｘ－ＳｉＲａＭ３－ａ｝ｍ

（式中、Ｒ、Ｍ、Ｘ、Ｙは、前記と同じ。ＯＡは前記のＡＯに同じで、ｎは前記と同じ。
Ｑは、２価以上の炭素数１～１０の炭化水素基であり、ｍは当該炭化水素基の価数と同じ
。）で表される基である。）で表される化合物であることを特徴とする請求項２記載の光
学フィルム用粘着剤組成物。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　ポリエーテル化合物（Ｂ）が、
　一般式（６）：Ｚ３－Ｏ－（Ａ１Ｏ）ｎ－ＣＨ｛－ＣＨ２－（Ａ１Ｏ）ｎ－Ｚ３｝２

（式中、Ａ１Ｏは炭素数２～６のオキシアルキレン基であり、ｎは１～１７００であり、
Ａ１Ｏの平均付加モル数を示す。Ｚ３は、水素原子、または－Ａ２－Ｚ０であり、いずれ
か少なくとも１つのＺ３は－Ａ２－Ｚ０である。Ａ２は炭素数２～６のアルキレン基であ
る。
　Ｚ０は、一般式（３）：
【化４】
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（式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、炭素数１～６の１価の炭化水素基であり、同一分子中
で同一であっても異なっていてもよい。）で表されるアルコキシシリル基である。）で表
される化合物であることを特徴とする請求項３または４記載の光学フィルム用粘着剤組成
物。
 
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　即ち本発明は、（メタ）アクリル系ポリマー（Ａ）；および
　ポリエーテル骨格を有し、かつ少なくとも１つの末端に、
　一般式（１）：－ＳｉＲａＭ３－ａ

（式中、Ｒは、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の１価の有機基であり、Ｍは
水酸基又は加水分解性基であり、ａは０～２の整数である。但し、Ｒが複数存在するとき
複数のＲは互いに同一であっても異なっていてもよく、Ｍが複数存在するとき複数のＭは
互いに同一であっても異なっていてもよい。）で表される反応性シリル基を有するポリエ
ーテル化合物（Ｂ）、を含有することを特徴とする光学フィルム用粘着剤組成物、に関す
る。
 
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　上記光学フィルム用粘着剤組成物において、ポリエーテル化合物（Ｂ）としては、
　一般式（２）：ＲａＭ３－ａＳｉ－Ｘ－Ｙ－（ＡＯ）ｎ－Ｚ
（式中、Ｒは、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の１価の有機基であり、Ｍは
水酸基又は加水分解性基であり、ａは０～２の整数である。但し、Ｒが複数存在するとき
複数のＲは互いに同一であっても異なっていてもよく、Ｍが複数存在するとき複数のＭは
互いに同一であっても異なっていてもよい。ＡＯは、直鎖または分岐鎖の炭素数１～１０
のオキシアルキレン基を示し、ｎは１～１７００であり、オキシアルキレン基の平均付加
モル数を示す。Ｘは、炭素数１～２０の直鎖または分岐鎖のアルキレン基を示す。Ｙは、
エーテル結合、エステル結合、ウレタン結合、またはカーボネート結合を示す。
　Ｚは、水素原子、１価の炭素数１～１０の炭化水素基、
　一般式（２Ａ）：－Ｙ１－Ｘ－ＳｉＲａＭ３－ａ

（式中、Ｒ、Ｍ、Ｘは、前記と同じ。Ｙ1は単結合、－ＣＯ－結合、－ＣＯＮＨ－結合、
または－ＣＯＯ－結合を示す。）、または、
　一般式（２Ｂ）：－Ｑ｛－（ＯＡ）ｎ－Ｙ－Ｘ－ＳｉＲａＭ３－ａ｝ｍ

（式中、Ｒ、Ｍ、Ｘ、Ｙは、前記と同じ。ＯＡは前記のＡＯに同じで、ｎは前記と同じ。
Ｑは、２価以上の炭素数１～１０の炭化水素基であり、ｍは当該炭化水素基の価数と同じ
。）で表される基である。）で表される化合物が好ましい。
 
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００１８】
　また、上記ポリエーテル化合物（Ｂ）は、一般式（２）で表される化合物のなかでも、
　一般式（６）：Ｚ３－Ｏ－（Ａ１Ｏ）ｎ－ＣＨ｛－ＣＨ２－（Ａ１Ｏ）ｎ－Ｚ３｝２

（式中、Ａ１Ｏは炭素数２～６のオキシアルキレン基であり、ｎは１～１７００であり、
Ａ１Ｏの平均付加モル数を示す。Ｚ３は、水素原子、または－Ａ２－Ｚ０であり、いずれ
か少なくとも１つのＺ３は－Ａ２－Ｚ０である。Ａ２は炭素数２～６のアルキレン基であ
る。
　Ｚ０は、一般式（３）：
【化４】

（式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、炭素数１～６の１価の炭化水素基であり、同一分子中
で同一であっても異なっていてもよい。）で表されるアルコキシシリル基である。）で表
される化合物がより好ましい。
 
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　ポリエーテル化合物（Ｂ）は、ポリエーテル骨格を有し、かつ少なくとも１つの末端に
、下記一般式（１）：－ＳｉＲａＭ３－ａ

（式中、Ｒは、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の１価の有機基であり、Ｍは
水酸基又は加水分解性基であり、ａは０～２の整数である。但し、Ｒが複数存在するとき
複数のＲは互いに同一であっても異なっていてもよく、Ｍが複数存在するとき複数のＭは
互いに同一であっても異なっていてもよい。）で表される反応性シリル基を有する。
 
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　前記ポリエーテル化合物（Ｂ）としては、
　一般式（２）：ＲａＭ３－ａＳｉ－Ｘ－Ｙ－（ＡＯ）ｎ－Ｚ
（式中、Ｒは、置換基を有していてもよい、炭素数１～２０の１価の有機基であり、Ｍは
水酸基又は加水分解性基であり、ａは０～２の整数である。但し、Ｒが複数存在するとき
複数のＲは互いに同一であっても異なっていてもよく、Ｍが複数存在するとき複数のＭは
互いに同一であっても異なっていてもよい。ＡＯは、直鎖または分岐鎖の炭素数１～１０
のオキシアルキレン基を示し、ｎは１～１７００であり、オキシアルキレン基の平均付加
モル数を示す。Ｘは、炭素数１～２０の直鎖または分岐鎖のアルキレン基を示す。Ｙは、
エーテル結合、エステル結合、ウレタン結合、またはカーボネート結合を示す。
　Ｚは、水素原子、１価の炭素数１～１０の炭化水素基、
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　一般式（２Ａ）：－Ｙ１－Ｘ－ＳｉＲａＭ３－ａ

（式中、Ｒ、Ｍ、Ｘは、前記と同じ。Ｙ1は単結合、－ＣＯ－結合、－ＣＯＮＨ－結合、
または－ＣＯＯ－結合を示す。）、または、
　一般式（２Ｂ）：－Ｑ｛－（ＯＡ）ｎ－Ｙ－Ｘ－ＳｉＲａＭ３－ａ｝ｍ

（式中、Ｒ、Ｍ、Ｘ、Ｙは、前記と同じ。ＯＡは前記のＡＯに同じで、ｎは前記と同じ。
Ｑは、２価以上の炭素数１～１０の炭化水素基であり、ｍは当該炭化水素基の価数と同じ
。）で表される基である。）で表される化合物があげられる。
 
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　一方、前記一般式（２）において、末端に複数の反応性シリル基を有する場合は、Ｚが
一般式（２Ａ）または（２Ｂ）の場合に係わる。Ｚが一般式（２Ａ）の場合は、前記ヒド
ロキシ化合物として、オキシアルキレン重合体と同様の構成単位を用いた場合であり、Ｚ
が一般式（２Ｂ）の場合は、前記ヒドロキシ化合物として、オキシアルキレン重合体の構
成単位とは異なり、かつ２個の水酸基を有するヒドロキシ化合物を用いた場合である。な
お、Ｚが一般式（２Ａ）の場合は、Ｙ1は、Ｙ同様に、ポリエーテル骨格に係るオキシア
ルキレン基の末端のヒドロキシル基と反応して形成される結合基である。
 
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６５】
　上記一般式（２）で表されるポリエーテル化合物（Ｂ）のなかでも、リワーク性の点か
ら、
　一般式（４）：Ｚ０－Ａ２－Ｏ－（Ａ１Ｏ）ｎ－Ｚ１

（式中、Ａ１Ｏは炭素数２～６のオキシアルキレン基であり、ｎは１～１７００であり、
Ａ１Ｏの平均付加モル数を示す。Ｚ１は、水素原子、または－Ａ２－Ｚ０である。Ａ２は
炭素数２～６のアルキレン基である。）；
　一般式（５）：Ｚ０－Ａ２－ＮＨＣＯＯ－（Ａ１Ｏ）ｎ－Ｚ２

（式中、Ａ１Ｏは炭素数２～６のオキシアルキレン基であり、ｎは１～１７００であり、
Ａ１Ｏの平均付加モル数を示す。Ｚ２は、水素原子、または－ＣＯＮＨ－Ａ２－Ｚ０であ
る。Ａ２は炭素数２～６のアルキレン基である。）；
　一般式（６）：Ｚ３－Ｏ－（Ａ１Ｏ）ｎ－ＣＨ｛－ＣＨ２－（Ａ１Ｏ）ｎ－Ｚ３｝２

（式中、Ａ１Ｏは炭素数２～６のオキシアルキレン基であり、ｎは１～１７００であり、
Ａ１Ｏの平均付加モル数を示す。Ｚ３は、水素原子、または－Ａ２－Ｚ０であり、いずれ
か少なくとも１つのＺ３は－Ａ２－Ｚ０である。Ａ２は炭素数２～６のアルキレン基であ
る。）で表される化合物が好ましい。Ｚ０は、いずれも前記一般式（３）で表されるアル
コキシシリル基である。Ａ１Ｏのオキシアルキレン基は、直鎖または分岐鎖のいずれでも
よく、特にオキシプロピレン基が好ましい。Ａ２のアルキレン基は、直鎖または分岐鎖の
いずれでもよく、特にプロピレン基が好ましい。
 
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４８
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４８】
　表１～３において、ポリエーテル化合物（Ｂ）における「＊１」は、製造例３で調製し
たポリエーテル化合物（Ｂ１）を、
「＊２」は旭硝子社製のＥｘｃｅｓｔａｒ Ｓ２４２０を、
「＊３」は旭硝子社製のＥｘｃｅｓｔａｒ Ｓ３４３０を、
「＊４」は、カネカ社製のサイリルＳＡＴ１０を、
「＊５」は、カネカ社製のサイリルＳＡＴ３５０を、
「＊６」は、カネカ社製のサイリルＳＡＸ２２０を、を示し、いずれも、反応性シリル基
を有するポリエーテル化合物（Ｂ）である。
　なお、＊２、＊４乃至＊６のポリエーテル化合物（Ｂ）は、いずれも一般式（４）で表
される化合物であり、Ａ２は－Ｃ３Ｈ６－、Ｚ１は－Ｃ３Ｈ６－Ｚ０であり、反応性シリ
ル基（Ｚ０‐）は、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３がいずれもメチル基のジメトキシメチルシリル
基である。＊３のポリエーテル化合物（Ｂ）は一般式（６）で表される化合物であり、Ｚ
３は、全て、－Ｃ３Ｈ６－Ｚ０であり、反応性シリル基（Ｚ０‐）はジメトキシメチルシ
リル基である。
　＊７は、製造例３で調製したポリエーテル化合物（Ｂ１）と、数平均分子量が異なるこ
と以外は同様の構造を有する化合物である。
　「＊８」は、カネカ社製のＡＣＸ０２２を示し、一般式（４）において、－Ｃ３Ｈ６－
Ｚ０の代わりに、両末端にアリル基を有する化合物である。
　架橋剤（Ｃ）における、「Ｃ／Ｌ」は、イソシアネート架橋剤（日本ポリウレタン工業
社製のコロネートＬ，トリメチロールプロパンのトリレンジイソシアネートのアダクト体
）を、「Ｄ１１０Ｎ」はイソシアネート架橋剤（三井武田ケミカル社製のタケネートＤ１
１０Ｎ，トリメチロールプロパンキシリレンジイソシアネート）を示す。
架橋剤（Ｃ）における、「ＢＰＯ」は、ベンゾイルパーオキサイド（日本油脂社製，ナイ
パーＢＭＴ）を示す。
シランカップリング剤における「ＫＢＭ‐４０３」は、信越化学工業（株）製のＫＢＭ４
０３を示す。
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